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お客様各位� 2023年4月26日

『いちばんわかる日商簿記２級　商業簿記の問題集』
―誤植のお詫びと訂正―

CPA会計学院

弊社発行の『いちばんわかる日商簿記２級　商業簿記の問題集』につきまして、以下の誤りございました。
お客様におかれましては、ご迷惑をおかけしたことを謹んでお詫び申し上げます。
つきましては、お手数ながら、訂正の上ご利用いただきますようお願い申し上げます。

頁 訂正箇所 〈訂正前〉 〈訂正後〉

8 解答・解説
４.　五行目

8　　問題 1-3

４．棚卸減耗損と商品評価損を売上原価の内訳科目とする場合	 参考

問題文の「棚卸減耗損と商品評価損は独立した科目として表示する」の部分が、「棚
卸減耗損と商品評価損は仕入勘定へ振り替える」となる場合がある。この場合は、上
記決算整理仕訳に対してさらに、次の２行の仕訳を行うことになる。

（借） 仕 入 40,000※１ （貸） 棚 卸 減 耗 損 40,000※１

（借） 仕 入 148,000※１ （貸） 商 品 評 価 損 148,000※１

この仕訳により、決算整理後残高試算表計上額は次のようになる。
仕入：解答後T/B11,000,000＋棚卸減耗損40,000＋商品評価損48,000＝11,088,000
棚卸減耗損：計上されない
商品評価損：計上されない

POINT

・商品の評価がある場合の決算整理仕訳

・�商品評価損及び棚卸減耗損がある場合の「繰越商品」勘定の決算整理後残高（貸借対
照表計上額）は、「実地数量×正味売却価額」により算定することができる。

（借） 仕 入［費用＋］ ××※３（貸） 繰 越 商 品［資産−］ ××※

（借） 繰 越 商 品［資産＋］ ××※３（貸） 仕 入［費用−］ ××※

（借） 棚 卸 減 耗 損［費用＋］ ××※３（貸） 繰 越 商 品［資産−］ ××※

（借） 商 品 評 価 損［費用＋］ ××※３（貸） 繰 越 商 品［資産−］ ××※

（第１章-6 ）

8　　問題 1-3

４．棚卸減耗損と商品評価損を売上原価の内訳科目とする場合 参考

問題文の「棚卸減耗損と商品評価損は独立した科目として表示する」の部分が、「棚
卸減耗損と商品評価損は仕入勘定へ振り替える」となる場合がある。この場合は、上
記決算整理仕訳に対してさらに、次の２行の仕訳を行うことになる。

（借） 仕 入 40,000※１ （貸） 棚 卸 減 耗 損 40,000※１

（借） 仕 入 148,000※１ （貸） 商 品 評 価 損 148,000※１

この仕訳により、決算整理後残高試算表計上額は次のようになる。
仕入：解答後T/B11,000,000+棚卸減耗損40,000+商品評価損148,000=11,188,000
棚卸減耗損：計上されない
商品評価損：計上されない

POINT

・商品の評価がある場合の決算整理仕訳

・�商品評価損及び棚卸減耗損がある場合の「繰越商品」勘定の決算整理後残高（貸借対
照表計上額）は、「実地数量×正味売却価額」により算定することができる。

（借） 仕 入［費用＋］ ××※３（貸） 繰 越 商 品［資産−］ ××※

（借） 繰 越 商 品［資産＋］ ××※３（貸） 仕 入［費用−］ ××※

（借） 棚 卸 減 耗 損［費用＋］ ××※３（貸） 繰 越 商 品［資産−］ ××※

（借） 商 品 評 価 損［費用＋］ ××※３（貸） 繰 越 商 品［資産−］ ××※

（第１章-6 ）

243 ２.仕訳⑼
③　Ｃ社株式の時価評価

第
２
問
対
策

試験対策編

問題 2-6　　243

⑺　X4年２月22日（Ｄ社株式の購入）
（借） 子会社株式（Ｄ社）［資産＋］ 260,000※２ （貸） 普 通 預 金 ［資産−］ 260,000※２

⑻　X4年３月31日（Ｂ社社債の利払日）
（借） 普 通 預 金 ［資産＋］ 1,000※２ （貸） 有 価 証 券 利 息 ［収益＋］ 1,000※１

※1　有価証券利息：Ｂ社社債額面80,000×2.5％×６ヶ月（X3.10 〜 X4.3）/12 ヶ月＝1,000

⑼　X4年３月31日（決算整理仕訳）
①　Ｅ社社債に係る未収利息の計上

（借） 未収有価証券利息 ［資産＋］ 10,950※２ （貸） 有 価 証 券 利 息 ［収益＋］ 10,950※１

※1　有価証券利息：Ｅ社社債額面600,000×7.3％×３ヶ月（X4.1 〜 X4.3）/12 ヶ月＝10,950

②　Ｂ社社債に対する償却原価法
（借） 満期保有目的債券（Ｂ社）［資産＋］ 800※２ （貸） 有 価 証 券 利 息 ［収益＋］ 800※１

※1　有価証券利息：（Ｂ社社債額面80,000−取得価額76,000）÷償還期間５年＝800
　　なお、売買目的有価証券であるＥ社社債には償却原価法を適用しない点に留意すること。

③　Ｃ社株式の時価評価
（借） その他有価証券（Ｃ社）［資産+］ 7,800※１ （貸） 繰 延 税 金 資 産 ［負債＋］ 2,340※２

その他有価証券評価差額金 ［純資産＋］ 5,460※３

※1　その他有価証券：Ｃ社株式時価49,800−取得原価42,000＝7,800

※2　繰延税金負債：評価差額7,800※１×税率30％＝2,340

※3　その他有価証券評価差額金：評価差額7,800※１−繰延税金負債2,340※２＝5,460

④　Ｅ社社債の時価評価
（借） 有価証券評価損 ［費用＋］ 700※１ （貸） 売買目的有価証券（Ｅ社）［資産−］ 700※２

※1　有価証券評価損：Ｅ社社債時価600,800−帳簿価額601,500＝△700
　　なお、満期保有目的債券と子会社株式は時価評価しない点に留意すること。

３．解答の金額（ 問２ ）
有価証券利息： −3,720［解説２．⑷］＋1,000［解説２．⑸］＋21,900［解説２．⑹］

＋1,000［解説２．⑻］＋10,950［解説２．⑼①］＋800［解説２．
⑼②］＝31,930

有価証券売却損：3,300［解説２．⑵］
有価証券評価損：700［解説２．⑼④］
その他有価証券評価差額金：5,460［解説２．⑼③］

（第２問対策-35 ）

第
２
問
対
策

試験対策編

問題 2-6　　243

⑺　X4年２月22日（Ｄ社株式の購入）
（借） 子会社株式（Ｄ社）［資産＋］ 260,000※２ （貸） 普 通 預 金 ［資産－］ 260,000※２

⑻　X4年３月31日（Ｂ社社債の利払日）
（借） 普 通 預 金 ［資産＋］ 1,000※２ （貸） 有 価 証 券 利 息 ［収益＋］ 1,000※１

※1　有価証券利息：Ｂ社社債額面80,000×2.5％×６ヶ月（X3.10 〜 X4.3）/12 ヶ月＝1,000

⑼　X4年３月31日（決算整理仕訳）
①　Ｅ社社債に係る未収利息の計上

（借） 未収有価証券利息 ［資産＋］ 10,950※２ （貸） 有 価 証 券 利 息 ［収益＋］ 10,950※１

※1　有価証券利息：Ｅ社社債額面600,000×7.3％×３ヶ月（X4.1 〜 X4.3）/12 ヶ月＝10,950

②　Ｂ社社債に対する償却原価法
（借） 満期保有目的債券（Ｂ社）［資産＋］ 800※２ （貸） 有 価 証 券 利 息 ［収益＋］ 800※１

※1　有価証券利息：（Ｂ社社債額面80,000－取得価額76,000）÷償還期間５年＝800
　　なお、売買目的有価証券であるＥ社社債には償却原価法を適用しない点に留意すること。

③　Ｃ社株式の時価評価
（借） その他有価証券（Ｃ社）［資産+］ 7,800※１ （貸） 繰 延 税 金 負 債 ［負債＋］ 2,340※２

その他有価証券評価差額金 ［純資産＋］ 5,460※３

※1　その他有価証券：Ｃ社株式時価49,800－取得原価42,000＝7,800

※2　繰延税金負債：評価差額7,800※１×税率30％＝2,340

※3　その他有価証券評価差額金：評価差額7,800※１－繰延税金負債2,340※２＝5,460

④　Ｅ社社債の時価評価
（借） 有価証券評価損 ［費用＋］ 700※１ （貸） 売買目的有価証券（Ｅ社）［資産－］ 700※２

※1　有価証券評価損：Ｅ社社債時価600,800－帳簿価額601,500＝△700
　　なお、満期保有目的債券と子会社株式は時価評価しない点に留意すること。

３．解答の金額（ 問２ ）
有価証券利息： －3,720［解説２．⑷］＋1,000［解説２．⑸］＋21,900［解説２．⑹］

＋1,000［解説２．⑻］＋10,950［解説２．⑼①］＋800［解説２．
⑼②］＝31,930

有価証券売却損：3,300［解説２．⑵］
有価証券評価損：700［解説２．⑼④］
その他有価証券評価差額金：5,460［解説２．⑼③］

（第２問対策-35 ）
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お客様各位� 2022年９月15日

『いちばんわかる日商簿記２級　商業簿記の問題集』
―誤植のお詫びと訂正―

CPA会計学院

弊社発行の『いちばんわかる日商簿記２級　商業簿記の問題集』につきまして、以下の誤りございました。
お客様におかれましては、ご迷惑をおかけしたことを謹んでお詫び申し上げます。
つきましては、お手数ながら、訂正の上ご利用いただきますようお願い申し上げます。

頁 訂正箇所 〈訂正前〉 〈訂正後〉

228 解答欄　 問１ 
総勘定元帳　繰越商品

228　　問題 2-4

解答欄
問１

総勘定元帳
繰越商品

9/1 前 月 繰 越 （� ） 9/30 売 上 原 価 （� ）
＜ ＞［� ］ （� ）＜ ＞［� ］ （� ）

＜ ＞［� ］ （� ）
＜ ＞［� ］ （� ）

（� ） （� ）

買掛金
9/26 ［� ］ （� ） 9/1 前 月 繰 越 25,000
＜ ＞［� ］ （� ）＜ ＞［� ］ （� ）

＜ ＞［� ］ （� ）
＜ ＞［� ］ （� ）

（� ） （� ）

問２

売上高 円
売上原価 円

（第２問対策-20�）
228　　問題 2-4

解答欄
問１

総勘定元帳
繰越商品

9/1 前 月 繰 越 （� ） 9/30 仕 入 （� ）
＜ ＞［� ］ （� ）＜ ＞［� ］ （� ）

＜ ＞［� ］ （� ）
＜ ＞［� ］ （� ）

（� ） （� ）

買掛金
9/26 ［� ］ （� ） 9/1 前 月 繰 越 25,000
＜ ＞［� ］ （� ）＜ ＞［� ］ （� ）

＜ ＞［� ］ （� ）
＜ ＞［� ］ （� ）

（� ） （� ）

問２

売上高 円
売上原価 円

（第２問対策-20�）

239 ７.
表５行目　X3年８月１日

第
２
問
対
策

試験対策編

問題 2-6　　239

７．当期中に行われた有価証券に関する取引は以下のとおりである。なお、下記取
引以外に当期の有価証券に関する取引は存在しない。

取引日 摘要 内容
X3年４月１日 前期繰越 必要な事項について再振替仕訳を行った。
X3年５月10日 売却 Ａ社株式をＹ社に22,500千円で売却し、代金は後日受け

取ることにした。また、売却価額とは別に800千円を手
数料として証券会社に現金で支払っており、売却損益
と相殺する。

X3年５月29日 代金受取 Ａ社株式売却に伴う代金を全額Ｙ社振出の小切手で受
け取った。

X3年８月１日 購入 Ｅ社社債を売買目的有価証券としてＺ社から600,000千
円（額面と等しい）で購入し、端数利息分とともに、
当座預金から支払った。金融機関に支払った手数料
1,500千円が購入価額とは別途生じており、当該手数料
は現金で支払っている。
・利率：年7.30％
・利払日：６月末、12月末

X3年９月30日 利払日 Ｂ社社債の利息が当社の普通預金に振り込まれた。
X3年12月31日 利払日 Ｅ社社債の利息が当社の普通預金に振り込まれた。
X4年２月22日 購入 Ｄ社株式を260,000千円で取得し、普通預金から支払っ

た。これにより、Ｄ社の発行済株式総数の60％を取得
したため、Ｄ社を子会社とした。

X4年３月31日 決算日 当期末における時価は以下のとおりである。
　Ｂ社社債：76,200千円
　Ｃ社株式：49,800千円
　Ｄ社株式：262,000千円
　Ｅ社社債：600,800千円

（第２問対策-31 ）
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試験対策編

問題 2-6　　239

７．当期中に行われた有価証券に関する取引は以下のとおりである。なお、下記取
引以外に当期の有価証券に関する取引は存在しない。

取引日 摘要 内容
X3年４月１日 前期繰越 必要な事項について再振替仕訳を行った。
X3年５月10日 売却 Ａ社株式をＹ社に22,500千円で売却し、代金は後日受け

取ることにした。また、売却価額とは別に800千円を手
数料として証券会社に現金で支払っており、売却損益
と相殺する。

X3年５月29日 代金受取 Ａ社株式売却に伴う代金を全額Ｙ社振出の小切手で受
け取った。

X3年７月31日 購入 Ｅ社社債を売買目的有価証券としてＺ社から600,000千
円（額面と等しい）で購入し、端数利息分とともに、
当座預金から支払った。金融機関に支払った手数料
1,500千円が購入価額とは別途生じており、当該手数料
は現金で支払っている。
・利率：年7.30％
・利払日：６月末、12月末

X3年９月30日 利払日 Ｂ社社債の利息が当社の普通預金に振り込まれた。
X3年12月31日 利払日 Ｅ社社債の利息が当社の普通預金に振り込まれた。
X4年２月22日 購入 Ｄ社株式を260,000千円で取得し、普通預金から支払っ

た。これにより、Ｄ社の発行済株式総数の60％を取得
したため、Ｄ社を子会社とした。

X4年３月31日 決算日 当期末における時価は以下のとおりである。
　Ｂ社社債：76,200千円
　Ｃ社株式：49,800千円
　Ｄ社株式：262,000千円
　Ｅ社社債：600,800千円

（第２問対策-31 ）

242 ２.仕訳⑷
X ３年８月１日（Ｅ社社債
の購入）

242　　問題 2-6

１．前期繰越高
売買目的有価証券：Ａ社株式前期末時価25,000
満期保有目的債券：Ｂ社社債前期末償却原価76,800※１

※1　Ｂ社社債の前期末償却原価：�取得原価76,000＋（Ｂ社社債額面80,000－取得価額76,000）÷償還期間
５年＝76,800

その他有価証券：Ｃ社株式前期末時価38,000
２．仕訳
⑴　X3年４月１日（再振替仕訳）
（借）その他有価証券（Ｃ社）［資産+］ 4,000※１ （貸）その他有価証券評価差額金 ［純資産＋］ 2,800※２

繰延税金資産［資産－］ 1,200※２

※1　その他有価証券：Ｃ社有価証券取得価額42,000－時価38,000＝4,000

※2　その他有価証券評価差額金：評価差額4,000※１×（1－税率30％）＝2,800
※3　繰延税金資産：評価差額4,000×税率30％＝1,200

⑵　X3年５月10日（Ａ社株式の売却）
（借）未 収 入 金［資産+］ 22,500※２ （貸）売買目的有価証券［資産－］ 25,000※１

有価証券売却損［費用+］ 3,300※２ 現 金［資産－］ 800※２

※1　切放法を採用しているため、前期末時価の25,000が帳簿価額となる点に留意すること。
※2　問題文の指示に従い、手数料800を考慮して有価証券売却損益を算定する点に留意すること。
　　　有価証券売却損：売却価額22,500－帳簿価額25,000－支払手数料800＝△3,300（損）

⑶　X3年５月29日（未収入金の回収）
（借）現 金［資産＋］ 22,500※２ （貸）未 収 入 金［資産－］ 22,500※２

⑷　X3年８月１日（Ｅ社社債の購入）
（借）売買目的有価証券（Ｅ社）［資産+］ 601,500※１ （貸）当 座 預 金［資産－］ 603,720※２

有価証券利息［収益－］ 3,720※２ 現 金［資産－］ 1,500※２

※1　売買目的有価証券：購入代価600,000＋付随費用1,500＝601,500
※2　有価証券利息（端数利息）：額面600,000×7.3％×31日（X3.7.1 〜 X3.7.31）/365日＝3,720

⑸　X3年９月30日（Ｂ社社債の利払日）
（借）普 通 預 金［資産＋］ 1,000※２ （貸）有価証券利息［収益＋］ 1,000※１

※1　有価証券利息：Ｂ社社債額面80,000×2.5％×６ヶ月（X3.4 〜 X3.9）/12 ヶ月＝1,000

⑹　X3年12月31日（Ｅ社社債の利払日）
（借）普 通 預 金［資産＋］ 21,900※２ （貸）有価証券利息［収益＋］ 21,900※１

※1　有価証券利息：Ｅ社社債額面600,000×7.3％×６ヶ月（X3.7 〜 X3.12）/12 ヶ月＝21,900

（第２問対策-34�）
242　　問題 2-6

１．前期繰越高
売買目的有価証券：Ａ社株式前期末時価25,000
満期保有目的債券：Ｂ社社債前期末償却原価76,800※１

※1　Ｂ社社債の前期末償却原価：�取得原価76,000＋（Ｂ社社債額面80,000－取得価額76,000）÷償還期間
５年＝76,800

その他有価証券：Ｃ社株式前期末時価38,000
２．仕訳
⑴　X3年４月１日（再振替仕訳）
（借）その他有価証券（Ｃ社）［資産+］ 4,000※１ （貸）その他有価証券評価差額金 ［純資産＋］ 2,800※２

繰延税金資産［資産－］ 1,200※２

※1　その他有価証券：Ｃ社有価証券取得価額42,000－時価38,000＝4,000

※2　その他有価証券評価差額金：評価差額4,000※１×（1－税率30％）＝2,800
※3　繰延税金資産：評価差額4,000×税率30％＝1,200

⑵　X3年５月10日（Ａ社株式の売却）
（借）未 収 入 金［資産+］ 22,500※２ （貸）売買目的有価証券［資産－］ 25,000※１

有価証券売却損［費用+］ 3,300※２ 現 金［資産－］ 800※２

※1　切放法を採用しているため、前期末時価の25,000が帳簿価額となる点に留意すること。
※2　問題文の指示に従い、手数料800を考慮して有価証券売却損益を算定する点に留意すること。
　　　有価証券売却損：売却価額22,500－帳簿価額25,000－支払手数料800＝△3,300（損）

⑶　X3年５月29日（未収入金の回収）
（借）現 金［資産＋］ 22,500※２ （貸）未 収 入 金［資産－］ 22,500※２

⑷　X3年７月31日（Ｅ社社債の購入）
（借）売買目的有価証券（Ｅ社）［資産+］ 601,500※１ （貸）当 座 預 金［資産－］ 603,720※２

有価証券利息［収益－］ 3,720※２ 現 金［資産－］ 1,500※２

※1　売買目的有価証券：購入代価600,000＋付随費用1,500＝601,500
※2　有価証券利息（端数利息）：額面600,000×7.3％×31日（X3.7.1 〜 X3.7.31）/365日＝3,720

⑸　X3年９月30日（Ｂ社社債の利払日）
（借）普 通 預 金［資産＋］ 1,000※２ （貸）有価証券利息［収益＋］ 1,000※１

※1　有価証券利息：Ｂ社社債額面80,000×2.5％×６ヶ月（X3.4 〜 X3.9）/12 ヶ月＝1,000

⑹　X3年12月31日（Ｅ社社債の利払日）
（借）普 通 預 金［資産＋］ 21,900※２ （貸）有価証券利息［収益＋］ 21,900※１

※1　有価証券利息：Ｅ社社債額面600,000×7.3％×６ヶ月（X3.7 〜 X3.12）/12 ヶ月＝21,900

（第２問対策-34�）

 



3

お客様各位� 2022年８月29日

『いちばんわかる日商簿記２級　商業簿記の問題集』
―誤植のお詫びと訂正―

CPA会計学院

弊社発行の『いちばんわかる日商簿記２級　商業簿記の問題集』につきまして、以下の誤りございました。
お客様におかれましては、ご迷惑をおかけしたことを謹んでお詫び申し上げます。
つきましては、お手数ながら、訂正の上ご利用いただきますようお願い申し上げます。

頁 訂正箇所 〈訂正前〉 〈訂正後〉

141 解答・解説　 問１ 
満期保有目的債券の有価証
券評価損

第
２
問
対
策

試験対策編

問題 2-6　　241

解答・解説	 勘定記入③（有価証券）

問１
売買目的有価証券

4/1 前 期 繰 越 25,000 5/10 諸 口 25,000
8/1 諸 口 601,500 3/31 有 価 証 券 評 価 損 700

3/31 次 期 繰 越 600,800
626,500 626,500

満期保有目的債券
4/1 前 期 繰 越 76,800 3/31 次 期 繰 越 77,600
3/31 有 価 証 券 評 価 損 800

77,600 77,600

その他有価証券
4/1 前 期 繰 越 38,000 3/31 次 期 繰 越 49,800
4/1 諸 口 4,000
3/31 諸 口 7,800

49,800 49,800

問２

有価証券利息： 31,930　千円
有価証券売却（損）： 3,300　千円
有価証券評価（損）： 700　千円

その他有価証券評価差額金： 5,460　千円

　模擬配点：　　　×２点（合計20点）

（第２問対策-33 ）
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試験対策編

問題 2-6　　241

解答・解説	 勘定記入③（有価証券）

問１
売買目的有価証券

4/1 前 期 繰 越 25,000 5/10 諸 口 25,000
8/1 諸 口 601,500 3/31 有 価 証 券 評 価 損 700

3/31 次 期 繰 越 600,800
626,500 626,500

満期保有目的債券
4/1 前 期 繰 越 76,800 3/31 次 期 繰 越 77,600
3/31 有 価 証 券 利 息 800

77,600 77,600

その他有価証券
4/1 前 期 繰 越 38,000 3/31 次 期 繰 越 49,800
4/1 諸 口 4,000
3/31 諸 口 7,800

49,800 49,800

問２

有価証券利息： 31,930　千円
有価証券売却（損）： 3,300　千円
有価証券評価（損）： 700　千円

その他有価証券評価差額金： 5,460　千円

　模擬配点：　　　×２点（合計20点）

（第２問対策-33 ）

 


